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において ι 吋ンヒアのイギリス系制開発会社の 1.1~
f化（19的年8月11:l），コンゴ（ヰンLャサ〉にお
けるべ !l-F一系列ユニオン・ミ二士一 ！l-干土の｜瓦！有
｛七 (1967年 l) j 1日〉等，よくみられる動きであるの
,-;t,－ジこリアにおいても，独立後（1%2守つにコ
ロン，；）士l也や諸企業，銀行等の凶作（ヒ己イニ？なわれ



























J鉱業ii] :f化を研究－J-;)tl:.'.U t, この流れ山中で土
らえる必要があゐ ヒた三こで特に鉱業に草li、を
置く J）／土、 本来J.t！：ゑ， •I iアあるアルジ E 1）アにおL、
て町 独立後は炭化水素部門を 1+1心とした鉱業部門
が経；斉i'FJに大きなiヒi]lを 1iめてきて U、る理出によ
,:, ,1 I 1 











二、と －~＼：－ う F
1: /:' 本隔は7"iL－ジ L 1) fの鉱業i弓む化政策山
Ⅰ鉱物資源の支配と国有化
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キ 11¥.1と！ とL、るが、 i1li寺l三三;ltI し iJi.Jftli~
宗形成山過程づ，物民的基盤ゴ）整部iがどのよう 1¥
政策［て忌J ；，＿＇て行なわれるかということを明らか
t二十る：：.＂：、 オ 1「J)t）アブリ力十イ i’」シ三， ；.の
た1&を知どにノ子、台、，； し＼（て， il,j際1Y-J1?i,':/,1・ L 




イl1 ] ) ] IJ:i4 :I "t [i.l l'Jヘし ！川 ') !, ;'1コi i,1；ド’！ゥ,: 
1;1,1J 、:';lょ'.cfi'¥1' I l【J I作2fi＇）ら，＇I＇.円以 10＇）υ，ふ.lj4 
"o、r¥, 三日＇'.c, I 1-19~ ；）司 ,ti I ぷj r :r1' J /J 1'1ら
十l. ,fiS;: :1 il'H/'I v, ;(1 ・, ＇，佼 7
Li'・'.,, t', ・I lti.2°i，‘ Ll・ 肩入手・ I f I J:l.1%. 
パ； . i十Ii0o，山下 1品。ふ (ti. ' 













｛［日lj上 IJ農業部門を優先させていゐ。 しかしト ＼）
不！！綱領は近代的農業の発展のために基礎工業の
長期間発計四を連関させており， 特iこ石油と製鉄
; ~仇内、企おレて L 、る。また， 炭化水素を含めて鉱
:( t;¥I ド＇lの開発i上、膨大な資本投！ごのわりには医用
行ん少hく， アルι工リア（／）大きな社会問題とな
, J い、〈】失業者の解決にはな（，なL、。人口の 7'!il 
／；ι%tiに依干fLているアルジよりアでは農業部門
！？！日（） f f 1~ ；二イ i 1il1；，・、 1tf,l¥1,i心土くは‘ ,' 1, ,' ' れ開発l土安定しれ経済成長のためとこの失業青山
I¥ i＇；エ札； ＇th;~'i i!;( J' ,;_ '._ ・. ・ I ' i三只；う一人！ -: , f二 倍J miJHv> f三めに主要であり． これに対して鉱業｛(ilPIJ
;)}; （； 三 f'.i:~.＇－. { lい「マー； .rIJヰH｝：］止： ： :;p；長，＼ ).1 ,:_ I JIq家（／）財悦）二 Lて経済開発の資金を供給－！る役
t, :1、 ふ、人：｝ ，＇）旬l~ ぷ’／l', J /., 〔/1 ・I. ｛也，；，鉱物資
i[j山i;'! 1 t 散（Eして L てiえt仁i:t Fト戸、 ( ,i,J~J 'Jlf! 
1嵐長l4,ノレ，＋，－ < ? '¥, / I I¥ 「，.，『
ご lイ、fごJうも、 Hl内今；tけ，、子、・＇） { i託；Ji，＇ゐ古i白にl守／1,1:;i ！ 
i亘要f仁亡 i'I ，＼：＇一治；lとt.c-, -c ¥ ・ ":' , 
7 ノLj ; iiγ J) ,il；物資おしりq，にむし、て守 Eりjノ
け－｛I iUIと六円、：jては， プネ Fし今一ihtとしてマ；j己つi
）？］主fi〆 I'C 1，、る。






匂・r,r-:<),f勺干十’i句と／ι仁り， 民i半l,1: ：.一／一（士；fJ油｛ヒ乍 i .'liH"lを1」家i}）み均h 独IL；的に開発してU、るこ左をi:Q' ： 
：長♂il.ti1埜主 J ) < ：；ヲ そ L て外f:L］官i 払 1~i I翰I＼「［言，＇
とI,'._ ,' /, C : ,; f Ji 消費十イ， 'ti:本村の輸入額ぷ〉 iJti(よ非炭化水素官Jil守が広範である。これは， 炭化
大部分士土IJ,t, ，ており、炭化永；＇？付込心身、がふ悦 水素の開発のためには多額の資本を要し， この資
l（＂，、 手lj権利略収益等山tH;iJ;t；仁王子ィ，＼1'(1. r＋会的犯 本と製品／，ぴ＞r¥iJ-!Ht外国に求めざるをえないため，J,
























イ包されている《 アランスi時代は BAl<EM(Bureau 
Algerien de Recherches et d'Exploitation）が鉱業行
政にあたっていたが， 1966年の固有化後はSONA-


















































全な主慢の下に管理し開発するj はただちに BAREM(1年後 SONAREMと改称〕
この法令に続u、て工業・エネノレギ一大臣 Bela'id の管轄下にはいづた。
Abdesselamは，政府の本質的目的はわれわれの 1966 if 5月約百（司 4ブ－ ／.ディエンはラジオと
富を国民；二役だて， また労働者の生活水準を改善 子 L どでこの同有化を発表したが， 「この包的は
するためである、との声明を出しているo 工業化政策を推進するためであり， これらの手段
同月 7日，アルジt リア政府はこの法令に基づ は経済の自主化を進めるにあたっての重要な第－
i 寸おもにフランス系の lの鉱山を国有化した。 歩てあらつまた社会主義の建設とわれわれの独立
( ]I アLナ J宅地かの Ouenza-Boukhadraの を強化するという目的のために，われわれが勝ち
鉄・銅山。この鉱山は Societede l'Ouenza と引た新しい第一歩である」と述べてし、る。
に｛上 J lて問発さJL、ア yしジ
を産 jるつ お宅アンナパのコンビナートのような重工業の建
(2) EL Abedの鉛と亜鉛鉱山。 設は一つの必要事である。ミの重工業は種々の決
:aJ Ou;trseni行の始と亜鉛鉱山〈年間 l万2000ト 定によ η て強化されなければならない。そしてわ
ン）と HammamN’RaYla鉱山。三れらはベ れわれに課された決定の一つは鉱山の国有化であ
ルギー系の Socie.tedes mines ct fonderies った。政府および革命委員会が鉱山の国有化を決
de zinc de la V日：ile:'vlontagneの所有であ 定 L, これらの天然の資源をその真実の茂有者す
った亡 なわちアyレジゴリア人民に返還することを決定し
(4) Sidi Kamber 鉱山。 Penarroya社が鉛 たのは，まさにこの意味におヤてである」借れと。
(3700トン， 1964年），亜鉛（4000ト／人制〔凝 次におιな鉱産物とこのlh有化の関係を述J 、ょ
縮したもの:3900トン）を産出していた＂ フ。
(5) Gara Djebilet鉄鉱山。サハラ両部にあ什 〔鉄〕 1966年12月，開発権（concession）数は 26
て， R RG.M岨の子会社， Societed' etudes 件あったが実際開発されていたのは4件であり，こ
et de realisatior凶 minieres防ERM!j の開発 れらは国自化怯令の出る蔀にすでにBAREMの監
によるもの。 督下にあった。固有化されたのは当時遺棄されて
(6) Khangal cl Mouhadと Rivetel Maden 操楽されていなかったものである。鉄鉱山として
にある鉄鉱山。 は Ouenza-Doukhλdra鉱山が全体の85%を産
(7) 最後に Ainben M巴rouam,Oued launder 出していた。同鉱山は1966年5月に固有化された。
および AinBarbarの各銅鉱山。 〔燐鉱石〕 アルジエリアの鉱業にとって燐鉱石
はすこぶる有望な資源となってヤる。これはDjebel
これら 11の会f土が国有｛じされたが，注意すぺき Onkの鉱山が1967年より操業を開始したためであ
ことはこの国有化は炭化水素を対象としておら るo 燐鉱石は1966年の国有化の対象とならず 1967
ず，また先に述べた上う iこJljebcl Onkの燐鉱石 年5月19[1の法令によっておONAREMはSocict己
7 
1970020010.TIF
du Djcbt>l Onkの株の50%を所れーすることとな ア山主Jrlt1, El :¥Iけu;altidl士‘もし人民がそ川市山
り，さらに同年末伺.6%の株を所有することとな 主人であるなら、 それにふさわしし、生活があるこ
った。また他の鉱山 EL-Kouifは国有化令がUIた とを知らねばならないと述へ，建設中の製鉄工場
当時すでに BAREMの管轄下にはいぺて，， ・f-_o が外向の独占資本によ－，て｛乍られている矛盾を－ ) 
［石炭］ 石炭は 1966',j河川i,]{ff[::O）処Vilこよ〉ど き， ,'; （》に1945年に行なわれた7ランスの鉱！！！の
も何ら変更をうけず噌 十でに Kenadza<:-C:inura; !~{I f:化と γFレン E IJアグ〉国有化を大胆に比較し〈
鉱iJlは， BAREl¥1の監督の下にある iluilkn・s du いる｝ 主んに鉱業部門が外国資本に支配されて L、
Sud Oranλi討が開発することによ.，て継続されて ては、工業化のための加速度的要因ともな「〉ずも
いた＜）＼ 6 ＇可 またその収益は十分に国家の利益とな Lコt.n、こと
〔鉱水〕 これは 7 弓ンス資本の鉱泉水開発会社 を指摘し亡レる＇／＼ 8 ' 
に上つて問発されて 1ぜ、fこが，その｛妥 J967ij二（） J lK t主た I;1"ン：工 i）ア労1'1総｜百ii盟の書記長－で、ある島I 
日にな〆P てア yレジ工 I）ア1亙l営鉱泉水開発会Hがそ Moul（》ud()um（、J
れ；と買収している勺 j台1¥，経済的， 社会的ts.三重の計l断に基本的な王室
ニのように鋸、産物は一部をl除b、ては !Jlffヒ1,TI, 要'il:をり4 えるもの
i灸i王とんとアルL、エ 1) T政｝向の PJr；石すると二んと i：芝｛じな Lでは実現さオ1なL、ものであり， その岳； 
なつてし、る守 要な要素はわれわれ自身の第 l次産品を所有寸る
最後に， i詞f化の動機は，ブーメ子 JエL (');: ことである 同有化はこの；子屑したあり方に終
う主うに工業化の推進のために行たわれたが， 3 Jl：符合うつものである J , 1-:9，ど，；rniしてし、るの
らにi在J妾的動機と思われる.（i.とiEl内外，，リズ特を述 この一～→ J"i （エンがと／》た鉱山国有｛ヒの姶置
べてみよ』lコ まずこの刷機に／）＂、てタト lt:J，，ノ報道は はi斗［f＇］では好評をはくしたが， 一）Jフランスにお
｜ごの［斗有化は， 左派勢力山中核である j';t. :.,-・ ' いては，1i授、のことなが人抵抗があ〆》た。そして，
1）アの労働組f；－に対してと予た政府山山fr策でふ i斗有｛ヒ .＇－ J.tたれuenza鉱 liの社長 Gcnebricri上
り， また汁H寺ア l-> ＿，ーリア（士山国産υにチと、山）iJ'j この決定i土的「ヲかに， また完全に工 lごア〉協定に
売について 7 ニyJ とと交渉1t1であ f yたん入 '( _l,ゴ j皇fえしてし、ると非難したl
ェ！）アの地位を弛めるためにとられた措置であ 工ビアン協定は‘ アルジ仁リアが独立するに際
る」と評している r この同内的， i五i外的要件は立 して両者の経済的．政治的取決めをしたもので
L、lこ関連しどおり直接的な動機になった土ちえら (1962年：：月）、その中で［司有｛ヒi士事前に両者の補償
れる。さ九 iこ， 「独立後のア；l-・ジェ 1Tiムしだ 問題が解決されてからのち行なわれることを定め
いにアライ社会主義に上って鼓吹された民衆の要 ている、しかし，この規定はコロンの士j也を匝有化
求に応え， 立た過去の外国干渉の後遺症を取り去 した当時もすでに無促されていたc 今回の鉱Iiの
らねばならない；状態にあったつら月 8Fl，ことム｝， t 1玉i有化にあたっても同様であ－ ＇た与，その後，補償
た措置はとの二つの要求を完全に満足させるJ につL、て次内上うな提示があった。すなわ t-, f1i] 
（注 7）ものであったと考え人れるつ 年日 Jl14H, Jー業・ヱ宇ルギー省における政府ど
他方｜孟内の反響と Lて， 九月 HJログ） ＇）’，1, s " 1)
8 
企業代炎との会j「？におL‘ご， アルジ r 1）ア鉱業労
1970020011.TIF











( ,1.,ジ 7 7アにおける干［油探究は＇.＿）（ゆ i：紀Uリ土じ 要があるが、すで［こL、ろし、ろの論文が出ていあの
め上 I）行な j〉オ）たA 肢初はアト｝ス 1J1系をljt,C, !: で、三こでは簡単に紹介Lておくこ土にしよう
して行なわれfこがラ l¥W-l年（川町l( ;uいtnirnilHfl 1【i!I 
力：発見主；／1／：こだけでふマ 1た ぞ♂）jを’ ~M部♂） 7' 1¥, ！子／、弓石油泣、l主lり!18年.1IJH4nに公布さ ;It〆た一
if'一，t-t血一}jI士探査するこ Eに上
；こ； k 千T ヰ千J 人，；~1rn 1J: ・）号つぎと発見さ 1,てきた，， 「d~ ＇、：•）方‘の f寸属法令に上.｝て補‘；豆されて 1》、る
つラ J スはこの石油開発をつヰ J ス経済開発仁川 1, （りであるが，基本法令はけrclonnarn-cNo. '.)8ー
,/ l!/Jテ了！として『 月彰大な資金をツぎ三んfが、 l l I I duゴ I]川＇（＇tnhn・ I 9S8 relative・,¥ L1 rn:h「rclw.
この資金itフ子〉ス仁おけと：， -{ i ilLI；若干見のねtl分＼. ;¥ l'('xplけi1λtion,au tran只portpar cλ11;1 lis:1 t ionメ
Ti自証券，ri発行に工る1(入、 主「Bト：位長lUi:.!:'・.;〉余 des hydrocarhuffs C'l 乱u regime・ fis川i山、円、河
融1喚問力、ム♂）借入でふ〆）た。 ;1c1ivitぷ dλll吋 l円 dep正trlmC'ntd円（）川isct de 
多大な山本支／l'iとt愉送（ililfW士ifjciじより数下lい v いわけur;1であり、オア Lてと庁ハラ地！くの石川！
の奥地にあろだ内中近東の石油に｝七！て約送1』が，：＇：；＞， 、1 1耳！発を H的土 Lて 1ぜ、るのその日条第 lI部士、会fl
；二上る 1ス卜 1h'if仁7ルン T I）アのわillt土司 7 ,, • :t'・1て生産額の 12.fl＇）ら（石油）， ;) % （ガス1の鉱！く
スI司内では準［｝］rl-fとLて優遇tl f'j¥jをされ f二t 使JtJ:flIRoyalit討を払うこどを定めてし、る r きら
他かつにスグ） 1tli 1:i fヒに対抗 L : . i1'.t米等びl1'1 に二の桟額から減f1li¥t号却費や諸経費を差しつい、た
油会柱＂ TIレジ T ＇）アヘ，／）進／ 1＼をはか， t:h川、 -,・ 掛か・課Hiしうる利益（64条）とはるが，さじに同条
Jレン z 1) 7 で外国会柱が探鉱開発権をうる f二め；： に＿J-;L、て．課税しうる利益から使用料を差し引き、
は唱ブヲ Lス系の会担と共同出資の形をとる必f;{ 残 I)(1）館に対して50＇｝；＇，の直接税がかけられる三と
があった、 1 っともブ弓ンスにと d ，ても同If，~カ；＼.， i二よ十 y ている。この直接税の 50%というのが中東
テI＼.との協調なくしては， アル~；＇ T リ－， J) hiiliの 諸i玉iにキ打、て折半主義（フィフティ・フィフティ）の
販路を外国に見い出寸一二とかむずかしい理由に i 原HIJとLて認められているものであるが，同じ折
上ったコ 王子主義て、もサハラの場合は鉱区使用料を純益から
二の上 ：， t.（時期iこ千ハラ石油rLが制定され（1%刊 Jをし引L、た分に対すゐ折半主義であるため， 会社
年〕，これに従ってアルジ工りアの石油開発が進め 仮I］に有利となサているu112、。
られて 1いた力、この石油法はヱ！こア L協定（I川咋 またこの法令は中東と比較して，産油国政府上




















ch, ration d，』 principe、sur18 c円。pどratiりnpour la mis<こ‘
en、alとurde、richeホ esdu ,nu，にoldu ヶoahara，；こ
Lil I主，（1 Iサ p、ラはア，1,ン、コ I）アの主催の 1，・に、


















Nationale I泊 urla Recherche, la Production‘la Trans-

















la l~t'puhliquc Alg止rienne Democratique et i》opul-





















Uることができた。 L ／；＞しこの協定に上って i，、
各権利会社の活動は原則的に従来と変わりなく，
いぜん十ハラ石油法とコピアン協定 tシ適用と jして







Britanniques de Distribution de Carburants （英
国系:i-,i¥fl会社〕ハ株σ川、っさ L、を S＜肘ATl¥:¥CH
iこ吸収した。つづU、て 6月6日，モピル・オイル，
ヱ、ソノ，シンクレア，フィ ＇） 、ソ 7にしヱノL・パ



























なか p pたが， 1967 ｛ドーの英国石油，［1i]if.の中東戦争
の際の工、ソソ， モピールからの買上げ分を含めて




この A 連の！JI有イヒのなかで， とくに 1967{f8月
のプゾゾとモピール祉の国有化は｜世界の注目をひ
いたものである。
コ ノソ系は Eと泊。－StamLird Algeria （件土を
Algerにおく〕， Essa-Africa (Cieneve), Esso-Sa・
hariλn (Pan吋，モ仁σール系は North Africa11 

























と170カ所）ウ宍ONATRACI I内所有とん '!・ 

































































































てャるのは， S.R. A. Raffirn.:rie d’Alger (5t,% ), 
ALCEO (51%), ALFOR(51%), ALTRA(51%), 
GETTYとの協同体（51%),ALCORE, ALFLUIU 
（ともにら1%）であり， 50%の場合は ASCOOP,S. 












Compagnie de Recherches et d’Exploitation du 
Petrole au Sahara (CREPS) 24.6%, Societe 
Nationale clぞ Rechercheet d’Exploration des 
Petroles en Algerie (SNREP AL) 23.9%, Com-
pagnie Fran~aise des Petroles (Algerie.) (CドI’A)
19.8守，らその他であり，産油される鉱区とその開発
会社および 1966年の生産比は， HassiMessaoud 
(CFドA,SNREPAL) 45%, Zarzaitine (CREI汚）




問 gniede吋 I》どtrol白 France-A[riques-COD EドJ













では H山尚1l{':-.1el (25%), Bassi-Mess川 ud(25%) 
Haoud-Rcrktoui (50%), A以：001》（50%），運輸
部門では Oleoduc Haoud-El-Hamra Arzeu 
(100%〕， Oleoduc SOPEG: Haoud-EトHamra/
Bougie (25°~ )‘ Gazoduc SOTHRA I Iλssi-
R’Mel/Arz刊（51.25%），ガス門部では i叫uefac-






SNREPAL (Ha出 i～Mes、aoud) (50%〕， SOPEG
(25%), SOTHRA (51.25%), SEHR (25%〕，
CAMEL (30o/n), 第 2はフランス系のもので，
SOPEFAL CREPS, CFド（A), COi、EFA,
EVRAFREP, SNPA等の公社があり，第 3は独





















('l',1”1) Marcl,e; tmpi,. "'" et mediternrn如、14juin 1号691,
p. 167. 
鉱物生産量（単位・ 100I・ ;.,) 















l，宮7b 2,746 3,147 
34肘 73 お6
56 59 ら7
3昂 46 45 
ii¥所） FJU, Quarterly Economic Redews, Annual Supplement, 
1969 p. 8. 
( It2 ) i¥farche tropicaux et mediterranetns 
(14 juin 196宮）， p. 1675. 
(i 3〕 こ山｜γifj il:l:l:, 6 IH It c'＞官報に記敬され
たが発表されたのは 7I]である。
m占 4〕 ランオ，テレヒによる 5月8日の同有化宣
i1は， 194fう＜（ 5 _IJ 8臼のコノメ、タマチーヌわ虐ね
'i判 vり日を記：it' :irなわれた（ノι〈ある。第2ρ、人












UL 6) Direction rles mines et de la G会》logie,
Rapport sur l’Tndustrie miniere (Alger, 1966）に
よるじ
（と 7) “Lanationalisation des mines conforme 
la ligne poliliques algerienne," Pvlarche Tropicau.r 
et抑止＇diteran<'es(21 mai 1966), p.1461 
(i: 8 ）“ La nationalisation des mines-…リ，” p.
1461 
(l'.1:9） ιLa nationalisation des mines・・・・・・," p. 
1462. 
(illO）“しG gouvernement alg仕ienationalise !es 
mines etrangers，” Afarche Tropicau.r: et mef:ditera 
n己ι 「14mai 1966), p. 1 !13. 
(Ltll〕 たとえば北アブリ拘石油研究委員会編『北
7 . -1に I; ＇る fin1Tl題』（ア J ア i':f：山研究 f•!i, 1964 
年〕。
（下12〕 北／ブリ ・／1{ ili研符委員会料、 94～95べ－
；／。
（注13〕 Esso・SaharianIi探鉱をする会社だが，す
で仁川権を f離してトア：。他！マ； ｛オu土f.＇；守日，耳＆＞ 1-:~, 1 j 
なってL、る。
('lH） λfaghreb I>igest (July 【 S叩 t.1967), p. 47. 
（注目） Maghreb Digest (July -Sept. 1967), p. 47 
( it16) Petroleum Press Sen•ice ( !l本語版， 1967
年 9月号〕， 27へージ。
（注17〕 Petroleum Press Serも’ice（日本語版，印刷
年12；：号）， :,I) ジ
（注18) [CAREP〕Cie,Algerienne de Recherchc 
et cl' Exploitation Petrolieres. 1956{1-行月設江乃！！：資
率， SNREPAL36.8%，アルジヱリア政府27.93%,
B.R P. 27.9%，残余＇. tノラシ λ投資会tLと史的資本。
〔CEP〕Cie,d’Exploitation Petroliere. 1944年 3月i没
立。H」折率，BR.P. :'il:'i%，残令はプランス投資タ担。
〔CFP(A）〕 Cie, Fran,,'aise des Petrnles (Algerie). 
1953年 1刀設立。出資準， CFP85%，金融会社15%。
〔COPEFA〕仁ie, des P正trole討 Franにc-Afriquc.
1957年3月設立。出資率， B.R.P.80.0%，残余はソ
ラ1 ヌ投資会tiっ
[CPA〕 RoyalDutch/Shell 65%, SOGERAP 24%, 
B.R P. 2.9%，残りはプランス投資会社。
[CREPS〕仁IC‘deRecherch出 etd’Exploi匂 tionde 
Petrole au Sahara. 1953年4J 設立。出資率， Royal
Dutch/shell :lei%, B. R. P. 27.8:i%, Srn ;ERAP 25.5 
%，残りじフランス投資会社。
〔EURAFREP〕 Ste.de Recherches et d’Exploita-
tion de Petrole.1957年 9月設立。出資率，フランス
民間資本65.32%，残余はフランス投資会社。
[PETROP ARJ Ste. de Participations Petrolieres. 
1%7年12月設す。出資率， B.R. P. 86.67%，姥余 l土
フランス民間投資とフランス投資会社。
〔SNPA〕 Ste.Nationale des Pるtroled’Aquitaine. 
1941年 2月設立。出資率，B.R. P. 51.24%,CFP 5.79 
%、残余はプランス民間投資そフランス投資会社。
〔SNREPALJ Ste. Nationale de Recherche et 
《l’Exploitationdes Petrole en Algerie. 1946年 11Jj 
設，：，：＂出資本， SONA’l'RACH50%, SOFREPAL （ソ
ランス国営会社） 50%。
〔SONATRACH〕 γ ノレジ ι リア国~，；／；i':社。 1964年設
立。 SONAREMと同じ法人怖を持 J J。
〔SODEFALJ B. R. P. 100% (1965年プラン λ，ア
ルジ＇ 1)ア協定によ Jζ設立された共同事業 AS・ 
COP-r竹内プランス側持分を代表するもの〕。
こんμかに ftゴリス， アメリ ，11, ドイア系等c＇） ；会社が
ある。
:_ c＇） 泊ct土［ーノレジマ 7 ア Ti~l1産業に阿営会社｝）支配




(dl9〕 1Harches tropicaux et mrditeran<'e.,・ (14 


























































































介Lておこう二 事実·~＞ペラ時｛に r・ ，上ジニ仁リア




















題であろうハ 工ーゴとアル’ジ t リ.r・の比較につし、
ては簡単A にi欠の結論を述べるにとどめておこう。
詰 1に， 工、ゴがよく管理された共産党によって
指導され亡 L ることー第三に， l]J二'f理i主アルジ
亡リアとj亘って農村より工業部門に多く適用され





















































































































（注 1) 小村、｛申L 「長期i開発五Ii1ij v）発足とぷ外国の





（註 4) H・ブ＇ j'ガ乙持， 5fi～ジ。
（注5〕 AlainMarill，“Essais sur l’economie du 
l'Algirie nouvelle，＇’ dans L’＇Exf,erien印 algfrienne
d’autogestion industrielle (Paris, 1965), p. 201. 








（注7〕 ArslanHambarci，“Algeria: i Revolu幽
































（注 1〕 政府発行のパンフレット“ Hyclr，田arbons
in Algeria”t fよるc
（調査研究部）
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